
やってみて分かった！
小規模だからこその

設備共用
～北見工大との連携と外部評価の実践報告～

帯広畜産大学産学連携センター
共同利用設備ステーション長

得字圭彦
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協議会の一番新しいメンバーとして
• 帯広畜産大学は令和6年度協議会正式加入の

「1年生」です。
• 協議会では多くを学ばせていただいています。

Photo by Markus Spiske 
(Unsplash)
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岡山大学さんにはかないませんが...

• 経験や規模、機器のラインナップ、スタッフ数、
技術レベル、運用のノウハウも先輩たちにはか
ないません

• 協議会で学び、身の丈に合った工夫を模索

「小規模ならではのアプローチがあるかも？」
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「小規模大学の挑戦が示すもの」

• 少子化時代、すべての国立大学が変革を迫られ
ている

• 大規模大学とは異なるアプローチの可能性

• 「小規模だからできること」の発見
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本日の内容

• 小規模だからこその研究設備共用の工夫

• 北見工業大学との連携物語

• なぜ外部評価をするの？
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帯広畜産大学
日本で唯一の国立農業系単科大学

• 学生：1,400名、教員：210名
• 獣医、畜産、畑作、食品、環境など

• 「食を支え、くらしを守る」人材育成を通じて
地域や国際社会に貢献する

• 小さいけれど特色のある大学です

農場の写真

●
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最初は手探りでした
～共用化のスタートライン～

• プロジェクトなどで導入した機器→共用化 H25～

• 限られた予算、少ない人員、共用文化の未定着
ただ機器を並べているだけの状態

「きちんと運用すればもっと活用できるはず」
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「やってみたら、こんなに変わりました」

• 機器利用時間（R2: 2001時間→R6: 5639時間）

• 利用料収入（R2: 185万円→R6: 294万円）

• 利用者数（R2: 81名→R6: 163名）

2.8倍

1.6倍

2倍
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小規模だからこその工夫
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共同利用設備ステーションのあゆみ
• 2013年 共通機器サポート推進室設置

GCOE等のプロジェクトで導入した研究設備を全学的に管理
し、共同利用を推進

• 2016年 共用機器基盤センターへ改組
学内共同教育研究組織として改組。「研究機器共同利用推進
ポリシー」を制定し、新規導入設備の原則共用化を開始

• 2018年 共通機器室Ⅲ号館サテライト設置
食品科学・環境科学分野等の研究者の利用促進のため、総合
研究棟Ⅲ号館にサテライトを設置（新共用事業による支援）

• 2019年 産学連携センター内に編入
共用機器基盤センターを「共同利用設備ステーション」とし
て産学連携センター内に編入し、産学官連携の核となる戦略
的体制を整備

• 2022年 北見工業大学との相互利用開始
北海道国立大学機構への統合を契機に機器の相互利用を開始。
法人内統一料金適用、セミナー合同開催、技術職員の協力を
本格化
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産学連携センター

共同利用設備ステーション

共同利用設備
ステーション

産学連携
センター

•研究設備・機器の共用管理および運用
•Web予約システム管理
•利用料金の請求
•利用者説明会・セミナー
•研究設備・機器の更新・導入・リユース

知財・リスク管理室

産学連携室

産業人材育成室学長

ステーション長

技術補佐員

事務職員

事務補佐員

ステーション員（教員）
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小規模だからこその工夫

ステーション会議
共用に関わる様々な立場の人の意見を生かす
• ステーション員

全ての部門からの機器が必要な研究分野の若手教員
を選出、各部門・分野の立場から

• 事務職員
研究支援課、管理課（経理・予算）

• 技術補佐員・事務補佐員
共用の実務担当者の立場から

年4-6回開催「みんなで話し合って決めています」

12



小規模だからこその工夫

共用の文化の醸成
帯広畜産大学 研究機器共同利用推進ポリシー

研究機器は研究者個人のものではなく大学全体
のものという共通理解の下，本学が有する研究
機器を学内外に開放し，複数の研究者等が利用
できる環境を整えることによって新たな知の創
出と人材交流を促進させ，また，効率的に研究
機器を整備することにより，維持管理・運用に
かかるコストを低減し，研究費をより有効に活
用することを目指し，以下のポリシーを定める。
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小規模だからこその工夫

共用の文化の醸成
帯広畜産大学 研究機器共同利用推進ポリシー

1. 計画的・戦略的に共同利用設備ステーションが共同
利用に供するために登録した大型機器等（以下「共
通機器」という。）の整備を行い，大学全体の研究
力向上を目指す。

2. 本学に新たに導入する研究機器は，原則として共通
機器とする。

3. 共通機器の維持管理費は，受益者負担の考えの下，
大学全体で予算を確保する。

4. 共同利用設備ステーションが中心となり，共通機器
の学内外の共同利用を推進する。
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小規模だからこその工夫

共用機器以外もシェアするために
学内研究機器マップの取組み
前述のポリシー「研究機器は研究者個人のものではなく
大学全体のもの」に基づき研究機器マップを公開

学内研究者が他研究室の機器を把握・活用
重複購入の防止、共用化の促進

15



小規模だからこその工夫

「着任した次の日から研究を
始める」ための共用機器

共用機器数:103
内訳（ステーション管理 75、教員管理 28）

正直、目玉となるような
大型先端研究設備はありません。

農畜産・獣医学・食品分野の研究者が
「着任した次の日から研究を始められる」
環境を意識した機器ラインナップ
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農畜産・獣医学・食品研究に
必要な機器をラインナップ

試料

輸送・保存
試料調製

DNA/RNA

タンパク質

代謝産物

解析対象

土壌・水

細胞・組織・器官
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DNA/RNA

タンパク質

代謝産物

解析対象

土壌・水

細胞・組織・器官

• DNA/RNAの濃度測定
吸光分光光度計、蛍光光度計

• DNA/RNAの分離・検出
ゲル撮影装置、化学発光撮影装置

• PCR（DNA/RNAの増幅、検出）
サーマルサイクラー、リアルタイムPCR、
デジタルPCR

• 塩基配列解析
次世代シークエンサー、サンガーシークエン
サー、配列データ解析ソフト

• タンパク質の定量、アミノ酸組成
粗タンパク分析装置、高速アミノ酸分析計

• 抗体による特定タンパク質の検出
全自動ウエスタン、イムノクロマト作成装置
マイクロプレートリーダー＆ウオッシャー
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DNA/RNA

タンパク質

代謝産物

解析対象

土壌・水

細胞・組織・器官

• 代謝産物の分離・定量
超高速液体クロマトグラフィー（UHPLC）
液体クロマトグラフィー質量分析（LC/MS）
キャピラリー電気泳動質量分析（CE/MS）

• 顕微鏡用試料の切削
ミクロトーム、クライオスタット、
ウルトラミクロトーム

• 光学顕微鏡
蛍光倒立顕微鏡、電動ズーム蛍光顕微鏡
共焦点レーザー顕微鏡

• 電子顕微鏡
走査型電子顕微鏡、透過型電子顕微鏡

• 細胞解析・分取・遺伝子導入
セルソーター、エレクトロポレーター
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小規模だからこその工夫

共通機器ポータルサイト
• 共用機器の検索（北見工大の機器も含む）、

予約、利用申請などを統合したWebサイト
• 機器の詳細情報、予約、操作方法の動画
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小規模だからこその工夫

利用者の声を改善に
• 毎年1回利用者アンケートを実施
• 結果を分析し、改善につなげている
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小規模だからこその工夫

利用者の声を改善に
□Plan（改善計画策定）
・アンケート結果の詳細分析
・ステーション会議で改善方針（アクションプラン）を検討
・機器更新・導入計画への反映
□Do（改善実施）
・アクションプランのうち短期改善可能な事項の即座実行
・中長期改善事項の段階的実施
・機器更新・導入を予算申請（学内予算、概算要求）
□Check（効果測定）
・利用者からのフィードバック収集
・次期アンケートでの効果確認
□Action（継続的改善）
・課題が残る事項の再検討
・新たな改善サイクルの開始 22



小規模だからこその工夫

利用者の声を改善に
• アンケート結果：満足度83%

• 利用者からのコメント

「利用者とともにつくる研究設備共用」

大学院生も「共通機器室
にいけばなんでもあるっ
ていいですよね！」と
言ってます。

Photo by National Institute of Allergy 
and Infectious Diseases (Unsplash)

研究室の天秤では幼虫が軽す
ぎて測れず困っていたが、共
用の精密天秤のおかげで実験
を行うことができたため。来
年も利用したいと考えている。

いつも設備更新・綺麗に整頓され
た共通機器、部屋を使えるので、
研究を遂行するための研究環境と
して、たすかっています。また、
学外での共通機器の利用を推進し
てくれる体制も、「必要な時に頼
れる！」というのはすごく安心で
す。

I am happy because I 
can work with high-
performance equipment.

23



北見工業大学との連携物語

160kmを隔てて連携は成り立つか？

●

●

● 160km

240km

340km
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北見工大との連携

連携のはじまり
• 2018年に小樽商大、帯広畜大、北見工大の3大学

経営統合方針が決定
同年から北見工大共用設備センターと連携協議開始

• 2022年に経営統合し北海道国立大学機構が発足
同年から本格的な連携を開始

畜大：生物系の研究機器が充実

工大：化学系の研究機器や電子顕微鏡等が充実

• 相補的な関係にあり、利用できる機器の幅が広がる

• 異分野交流が期待できる 25



北見工大との連携

何を連携してるの？
• 共用機器の相互利用
• 機器検索サイトに相互の共用機器情報を共有
• 相互の大学の機器を見学・利用相談する機会
•「共用機器利用促進セミナー」を開催
•法人内（小樽、帯広、北見）同一料金の設定

•技術職員の協力体制
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北見工大との連携

合同セミナーでお互いを知る
• 2022年から毎年共用機器
利用促進セミナー

• 相互の機器の活用方法の
実例を紹介

• 機構理事長や両大学の研
究担当副学長も参加
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北見工大との連携

「同じ法人なら、同じ料金で」
• 法人内統一料金

（小樽商大、北見工大も学内利用と同じ扱い）
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小規模だからこその工夫

相互利用・協力の具体例
• 帯広畜大→北見工大

NMR、XRD、比表面積の測定依頼
ものづくりセンターでの実験器具作製
機器制御PCの修理支援

• 北見工大→帯広畜大
共焦点レーザー顕微鏡の利用

まだ、件数としては少ないですが。。。

29



外部評価への挑戦
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外部評価への挑戦

なぜ外部評価を行う？
• 「本当にうまくいっているの？」の自問
• 客観的な現状把握の必要性→改善のために

• 説明責任の重要性→予算要求・中期計画
•研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン

と比べてみる（できていること、いないこと）
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外部評価への挑戦

ガイドラインに照らし合わせて

• 9項目について評価
1. 経営における共用の位置づけ
2. 共用システム構成と運用
3. 外部連携
4. 設備の把握と課題分析
5. 設備導入・更新
6. 廃棄とリユース
7. 設備の維持管理
8. 多様な財源
9. 技術支援人材
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外部評価への挑戦

評価の仕組み
• 評価対象期間：令和2-6年度（5年間）
• 3名の評価委員

（道内大学の共用責任者、道外大学の共用責任者、
近隣地方公設試の研究者）

1. 自己点検・評価報告書および各種データを
評価委員へ提出（書面調査）

2. 訪問調査（関係者ヒアリング、施設視察）
3. 最終評価の報告
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外部評価への挑戦

まずは自己点検・評価
• 令和7年7月に自己点検・評価報告書完成
• 「まずは自分たちで厳しく(？)評価しました」
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外部評価への挑戦

自己評価で見えてきた成果と課題
• これまでの取組みの整理・分析結果
• 成果：システム改善、連携強化、利用実績向上

• 課題：老朽機器、技術支援人材、財源の多様化
• 「率直に現状を見つめることができました」
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外部評価への挑戦

外部評価委員による訪問調査
•ヒアリング調査

• 研究担当副学長
• ステーション員（教員）
• 利用者（学生、教員）
• 利用していない教員

•施設の視察
•共同利用設備ステーションの活動状況報告と
質疑応答
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これからの挑戦
•外部評価結果を踏まえた改善計画

老朽機器更新、技術支援人材育成

•「共創」の深化
北見工大との連携強化、相互利用の拡大

•小規模大学への展開可能性
同規模大学との情報交換と知見の共有
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「参考になるかわかりませんが...」
私たちの小さな経験から

• 小規模だからこそ、共用の文化を浸透できた
• 小規模だからこそ、使う人たちの顔が見える

• 小規模だからこそ、早く変化できる
• 同じ規模の大学（仲間）が連携してくれたから

がんばれた
• 客観的に評価してもらい、もっと良くなりたい
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これからもよろしくお願いします
• 協議会での学びに感謝します
• 「皆様と一緒に成長していきたい」
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